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反力は, PA=PB=Wιである 0

また,曲げモーメントの分布は下図のとおりである
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ア'イより得られるはり左端の回転角がゼロとなるUを求めることで,反力
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走行費用

2 GIS (地理情報システム)

3 トラフィック

0.6

4
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P(B 1円=(P(A n B))/(P(A))より
P仏 n B)= P(BIA)・ P(A)= 0.6 × 0.5 = 03

Pm u B)= P(円+P(B)-P仏n B) 0.5 + 0.4 -03 0.6^
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IQ :交通流率、 k :交通密度、 V :空間平均速度とすると 1
IQ=k・VよりV=Q/k=1000/40=25 1
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